平成　　年　　月　　日（　　）

道徳　本日のテーマ～だれに対しても公正・公平にし、差別や偏見のない社会の実現に務める

きらっといきる「再起 障害者プロレスｉｎ仙台」ほか を視聴して
身体障害や知的障害を持つ人など、社会の中でわたしたちと同じように生活することが困難な人がいます。そのような人たちは、社会福祉やボランティアの支援を得ながら、多くのことは求めず、静かに生活を維持している人が多いように思われます。しかし、障害者の方々も同じ人間であることに変わりはありません。多くのことを楽しみ、ある時は人の役に立ち、人を楽しませたい、という思いを持つのは当然のことです。本日は、身体障害者のプロレス団体イベントと、脳性まひのお笑いコンビの活動を伝える番組を視聴します。身体や言語に障害を持つ方がプロレスやお笑いに取り組むのは難しいのではないか、という気もしますがどうでしょうか。さっそく障害者プロレス、脳性まひのお笑い芸人の奮闘を視聴し、差別や偏見のない社会のあり方を考えることにしましょう。

１．それぞれの番組を視聴しての感想や、印象に残ったことを書いてください。

　１）障害者プロレス復興イベント

　２）お笑い芸人・脳性まひブラザーズ

2． 番組に登場した次の人たちについて、伝わったこと・感じたことを書いてください。

1） プロレスに挑んだ障害者の思い・願い

　２）プロレスイベントに参加・協力したカンニング竹山さんの思い

　３）お笑い芸人・脳性まひブラザーズの思い・願い

3． 障害者がプロレスやお笑いに挑戦することをあなたはどう思いましたか。番組を視聴し考えたことを書いてください。

４．障害者の方々が本当に住みよい、住みやすい社会になるには、何が大切だと思いますか。

５．番組を視聴し、障害者に対するあなたの見方や考え方に変化があったでしょうか。あったらどのように変わったかを書いてください。

６．番組を視聴し考えたこと・学んだこと、または、差別や偏見について考えたこと・言いたいことを書いてください。

　　年　　組　　　番[氏名]　　　　　　　　　　　　
